
 

住商エアバッグ・システムズ株式会社の取組の概要 
  

○認定企業（住商エアバッグ・システムズ株式会社）の概要 

所 在 地  松浦市 

労働者数  ２０７人（男性１４５人、女性６２人） 

事業内容  製造業 
 
 ○行動計画に基づく取組内容 

（計画期間 平成２５年４月１日～平成２７年９月２４日） 

１ 育児休業等の取得状況を次の水準以上にする 

 〇男性社員 次の①～③のうちいずれかを達成する 

  ①育児休業を１名以上取得すること 

  ②小学校就学始期に達するまでの子のための看護休暇を１名以上利用すること 

  ③３歳未満の子のための短時間勤務制度を１名以上利用すること 

 〇女性社員 

  育児休業の取得率１００％以上を維持すること 

２ 年次有給休暇取得の促進を図る 
   

企業からの一言 

○行動計画策定に当たって工夫した点 

男性の育児休業の取得は「特別」なことであると思われており、心理的なハードルが高

く阻害要因になっていると考え、意識改革や取得しやすい環境づくりが最優先と考え、上

司及び対象者へ粘り強く説明等を行いました。 

また、有給休暇取得向上を目指し「見える化された管理簿」を作成し、毎月管理者へ回

覧を行いました。計画期間以前から年次有給休暇を時間単位で取得できる制度がありまし

たので、併せて時間単位の有給休暇の取得促進も行いました。 

 ○行動計画策定・実施の効果 

  行動計画期間中の女性社員の育児休業取得率は１００％（取得者７名）を維持していま

す。さらに、行動計画期間中に、育児休業から復職後、子が３歳に達するまでの育児短時

間勤務制度を６名が利用しています。 

  また、注力した男性育児休業の取得に関しては、２名の取得がありました。 

○育児休業を取得した男性従業員の声 

  待望の第１子を授かりました。夫婦共働きであり、子育ては夫婦２人でするものとの考

えを持っていましたので、会社に前例はありませんでしたが、妻の育児休業が終了するタ

イミングで思い切って１か月の育児休業の取得を申し出ました。理解のある上司と同僚に

恵まれたおかげで、申請どおりの育児休業を取得できました。休業中の家事育児は、慣れ

ないことばかりで、ある意味仕事よりも大変な生活が待っていましたが、１か月子どもと

向き合ったことで、子どもへの愛情も増しましたし、母親の大変さも身に染み貴重な体験

をすることができました。一生でその時しかできない経験ですので、私に続く後輩がもっ

と多く出てくることを望みます。 

 ○育児休業を取得した男性従業員の上司の声 

当社は製造業であり、効率性や収益性などを常に考えています。男性の育児休業には理

解を示しているつもりでしたが、会社は余剰人員を抱えているわけでもなく、実際に相談

されたときは取得をさせるとしても１か月の間どのようにワークシェアするか悩み、部内

で検討を重ねました。その結果、他の部員全員が育児休業に理解を示し、協力し合いなが

ら不足部分をカバーしてくれました。 

今後、少子高齢化は加速度的に進み、労働力人口の減少が経営に多大なる影響を及ぼす

ことは想像がつきますので、男性従業員の育児休業取得に限らず、子育てがしやすい企業

を目指し、より多くの子どもが当地に安心して住めるように企業努力したいと思います。 


